







































































８８ 四国医誌 ６１巻３，４号 ８８～９０ AUGUST２５，２００５（平１７）
わることはなかったと思います。
両親には，手術治療もできず退院したわが子が病院に
見捨てられてしまったような感じに思え，何とも言い表
せない悲しみがあり，病名発覚から余命を一日でも延ば
してやろうと，心身とも休まることができなかったと思
います。
叔父は，こう言ったそうです。「わしはな，息子の病
気を知った時一晩泣いた。しかしな，最期まで見送り，
旅立たせるまでは涙は見せえへんと心に決めた。」と言
い，気丈に戦っていました。そう，今思えば叔父や叔母
の涙は一度も見なかったように思います。
医学的なことは，主治医に任せ，家族は治療を諦めず，
知人から勧められた健康食品を調べ Tさんに服用させ
ていました。最初は消極的でしたが，両親の勧めでアガ
リスクや，鮫の軟骨の粉末，タヒボチャ等を服用してい
ました。又，通信販売で癌に効くと言う高価な水も取り
寄せ服用したり，丸山ワクチンについても情報を集めて
いました。
Tさんの生きる一番の支えは家族の愛でした。妻の笑
顔，子どもの笑い声，両親からの暖かい眼差しがあった
からこそ最後まで戦い抜けたと思います。それから，観
音様にお仕えしておられる住職様の生きるんだ！治るん
だ！の言葉にも随分助けられたと聞きました。
告知から３ヵ月が過ぎた頃，弱々しい体を奮い起こし
家族で息子の運動会を見に来ている姿を見かけ，私が「調
子どう？」と声をかけると「僕は，本当はもう死んでな
かったらあかんのになぁ……。」と言い，一日一日を大
切に何かを確かめるかのように，生きている姿が愛おし
く今にも溢れ出しそうなあつい気持ちを抑えるのがやっ
とでした。
発病から８ヵ月が過ぎた頃，食事ができなくなり吐血
と痛みが現れるようになり，再入院したと耳にしました。
ある日，病室を訪れ車イスで放射線治療を終え帰った
ところと言う姿を見て，顔色は悪く，手足はやせ衰え，
お腹がポッコリと膨らみベッドに移るのにも支えが必要
で，常に点滴と共に行動している Tさんを見ると言葉
を失い，うつむいていると，そんな私は「頑張るけんな。
一日でも長く生きられるよう頑張るわな。」と逆に励ま
された気持ちになりました。
発病の頃より新聞に K病院の緩和ケア病棟のことが
連載されているのを見つけ，末期の人への取り組みにつ
いて，知るようになりました。新聞の切り抜きを両親に
渡し，K病院にホスピスがあることを伝え，お世話になっ
たらどうかと話をしていましたが，両親は「まだ早すぎ
る。今，入院させるのは可哀想だ」と言っていました。
しかし，日々冷たい床に布団を敷き，狭いスペースで
寝泊まりする Tさんの奥さんも大変だし，個室にいて
もドアの開閉の音や廊下の足音が気になり，痛みに対す
る肉体的苦痛，精神的いらだち，死を意識しての恐怖・
不安など，強いストレスも発生しました。Tさんもホス
ピスに転院して頑張りたいとの思いで，K病院への転院
希望しました。
そこで新たな現実が飛び込んできました。そうです，
ベッドの空きが無く，順番待ちとの事です。一方，総合
病院では「いつ頃，転院できますか？」と急がされ，「一
時退院して順番がくるまで，個人病院へ移ってはどうで
すか？」と言われ苦しい思いをしていたようです。
私も気になり，いてもたってもいられず直接，K病院
緩和ケア病棟へ電話をしたところ，「いつ空くかという
ことは，はっきりお答えできないんです。」と言う返事
で，それもよく解ります。本人が希望する以上，一日で
も早く転院させてあげたいという気持ちで一杯でしたが。
そのすぐ後の言葉で救われました。「順番で行くと次で
す。」と言う返事が返ってきたのです。
K病院へ転院し，私は数日後に足を運びました。３階
のホスピス病棟は静かで，病室には患者の名前でなく花
の名前が書かれていました。
「あ・や・め」ここが Tさんの部屋でした。
とても病院とは思えない，さながらワンルームマン
ションの雰囲気でした。病室も明るく，家族だけの時間
が過ごせる配慮がなされ付き添われていた奥さんもゆっ
たりしたソファーでくつろぎ，ミシンで何か縫い物をし
ていました。
私が，「えっミシン？」って聞くと，「ここでは，何を
してもいいんよ。家にいる時と同じように過ごせるん
よ」と笑顔で話してくれました。さすがにミシンは……，
「ミシンは自前よっ」と冗談もでていました。
冷たい床に布団を敷き寝泊まりしていたのとは違い，
部屋に定期的に看護師が入ってくるのでなく，カーテン
が開いていると顔を見に来て頂いたり，持続点滴もロッ
クをしてはずして頂き，短時間ではあるけれど，つなが
れた感じから開放させて頂けるようです。
点滴にもキルティングで縫われた袋がかぶせられ，気
配りが見受けられました。ベッドサイドに手すりの付い
若すぎる死，それを支えた家族と医療スタッフ ８９
たトイレ，洗面台があり介助するほうも楽だと思います。
廊下には，ファミリーキッチンがあり，食事の温め直し
や簡単な調理ができるようでした。
痛みが増せば薬の量を増やし，よく眠るようであれば
量を減らしてもらい，私が想像していた癌末期の苦痛な
表情は見られませんでした。
１０日間の入院生活の中で，総合病院では経験できな
かった入浴が３回もできたこと。車イスで散歩に行けた
こと。その他……。K病院ホスピスにとても感謝してい
ました。
ベッドに横になると，すぐうとうとし夢を見ているよ
うで徐々に眠る時間が長くなり，呼吸も弱々しく，危篤
状態になってからは，病院に用意された広々した親族用
の控え室で，家族や親戚が寝泊まりでき，安らかな最期
を見取り，迎えられることができました。ある歌のフレー
ズに「あなたに会えてほんとによかった」というのがあ
ります。Tさんと家族もそんな気持ちで，K病院での入
院生活を送れたのではないでしょうか。
短い期間でしたが，Tさんは K病院でお世話になり，
家族，大勢の親族に見守られ，人生４０年，平均寿命の半
分に幕を引きました。
癌末期の患者さんは，医師から見離されたように思い，
身体症状に加え，不安や孤独，絶望，いらだちなどの心
理的・精神的症状など多種多様な苦痛・苦脳を伴うこと
が多いと思いますが残された時間が限られ，この貴重な
時間の過ごし方は本人にしか決められません。
今回の経験を通して，一人でも多くの方が心安らかに
最期の時が迎えられるように民間病院での緩和ケア病棟
の充実の必要性を痛感しています。
みんな，みんな頑張りました。Tさんも命ぎりぎりま
で精一杯生き抜けたのは緩和ケアの活動があり，K病院
にホスピスがあったからだと思います。
最後に，執筆の機会を与えて下さいました関係各位の
方々に心から感謝申し上げます。
一看護師，一病院のスタッフとして，またひとりの人
として生きる，生き抜くという気持ちを再認識させて頂
き……。
本当にありがとうございました。
Tさん，私は，何歳まで生き抜けるでしょうか……。
上 平 ゆかり９０
